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Ⅰ

教職支援ブース（ラーニングコモンズ内） 枚方キャンパス 8号館1階

教職支援センター（Study room） 寝屋川キャンパス 7号館3階

　ガイダンスや呼び出しなどは、ポータルサイトのメッセージやWeb掲示板で行い
ますので、常に確認するよう心がけてください。

　寝屋川キャンパス7号館3階の教職study room、枚方キャンパス8号館1階の
教職支援ブース（ラーニングコモンズ内）は、教職課程を履修する学生が自由に
利用できます。
　模擬授業や教職学生同士の意見交換、交流の場として活用してください。
　教職関係書籍、雑誌が置いてあり、自由に閲覧できます。

利用時間   月～金　9：00～18：30　　土　　9：00～17：00　 ※休日および授業のない祝日除く
利用方法 お互いが気持ちよく利用できるようルール、マナーを守ってください。
 ・利用時は、「利用者ファイル」に学籍番号を記載してください。
 ・利用時間を延長する場合は、教職担当教員へ利用時間延長申請書を提出してください。
 ・授業で使用する場合は、利用できません。
 ・書籍、資料は、室内で閲覧してください。（持ち出し不可）
 ・整理整頓を心がけ、備え付けの物品は大切に扱ってください。
 ・他人に迷惑をかけないようにしてください。
 ・最後の退室者は、電気・エアコンを消してください。
活用方法 次のような場として活用してください。

1.自学自習の場　教職課程に関わる図書、教員採用試験についての資料・図書、過去の教育実習
指導案等が備わっています。利用者は、それらを自由に閲覧し、教師に求められる資質や知識を
身につけ、あるいは広く教育全般について学ぶことができるようにしています。
2.切磋琢磨の場　黒板（ホワイトボード）、机、椅子などを配置し、模擬授業が行えるようにしていま
す。利用者は、模擬授業を行い、参観し、お互いに批評し合うことによって、より実践的な授業力・
実践力を身につけることができます。
3.交流の場　教職課程を履修している学生ならば、いつでも、誰でも、利用できます。自由に集まれ
る場所として、教職を目指す仲間を増やしましょう。その中で、情報や体験の共有、問題の分かち
合いとその解決が図れるようになることを期待します。
4.情報発信の場　教職課程や教員採用に関わる情報を発信します。また、特に教員採用試験に
関するガイダンスや講義・講座を実施する際の会場としても使用します。
5.問題解決の場　教職課程全般や教員採用について、学生が「困ったこと」「わからないこと」「悩
んでいること」があるとき、それを解決できるようにします。何か相談したいことができたときは、お気
軽に教職担当教員を尋ねてください。“問題”は、早めに解決しておくことが大切です。

教職課程にかかる案内

教職支援センターホームページ

教職課程の概要
および履修について
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教員免許状取得の条件教員免許状取得の条件

　教員免許状を取得するためには、基礎資格（一種：学士の学位、専修：修士の
学位）を有し、「教育職員免許法及び同施行規則」に定められた科目について、
文部科学省より認定を受けた大学の教職課程の科目を履修して必要な単位を
修得しなければなりません。それぞれの最低修得単位数についてはP45~の教
職課程表に記載していますので必ず確認してください。

研　究　科

理工学研究科

高等学校教諭専修免許状
社会開発工学専攻

生産開発工学専攻

専　　攻 免許状の種類 免許教科

工　業

生命科学専攻 理　科

Ⅱ

教職課程履修ガイダンス等教職課程履修ガイダンス等

　1年次は、新入生教職課程履修ガイダンスⅠ（4月）を、その後、教職課程履修
ガイダンスⅡ（5月）を実施します。
　2年次以降は必要に応じてガイダンスや説明会を開催します。教職を履修する
学生は、必ず出席しなければなりませんので、4月に配付する「教職課程行事予
定表」を確認し、予めスケジュール帳へ予定を入れておきましょう。
　3年次後期には教育実習許可判定についてのガイダンス（12月あるいは
1月）を実施します。ガイダンス等の詳細は、ポータルサイトのメッセージや教職
課程掲示板等でその都度周知しますので、各自確認してください。

Ⅲ

国際言語文化
研究科 国際言語文化専攻

（注）それぞれの免許教科の一種免許状を取得していることが前提となります。
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　国際学部で実施する海外留学を考えている場合は、2年次終了までに留
学を終えるようにしなければ、「教育実習ⅡまたはⅢ」および「教職実践演
習（中・高）」の履修要件を満たさなくなり 4 年間で免許状を取得すること
ができなくなることがあります。
※2年次終了までに留学が終えられない場合は、担当部署窓口へ相談に来てください。

海外留学の注意事項（国際学部のみ）海外留学の注意事項（国際学部のみ）Ⅵ

　教職課程は、１年次から科目の履修が始まります。４年間にわたって必要な
科目を指定された年次で計画的に履修していくことが重要です。履修は各自
Webで行います。
　教職課程には、「教科及び教科の指導法に関する科目」、「栄養に係る教育に
関する科目」、「教育の基礎的理解に関する科目／道徳、総合的な学習の
時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目／教育実践に関す
る科目」、「大学が独自に設定する科目」、「教育職員免許法施行規則第66条
の6に定める科目」があります。卒業、進級要件とは別に、教職課程における
必修科目、選択必修科目、選択科目が設定されていますので、定められた
履修区分にそって科目を修得してください。なお、上記「栄養に係る教育に
関する科目」「教育の基礎的理解に関する科目～教育実践に関する科目」
「大学が独自に設定する科目」は、１年間に履修できる上限単位数には含まれ
ません。
　学部、学科、免許教科ごとの教職課程表および単位数をP45~に記載して
いますので確認してください。

教職課程の履修について教職課程の履修についてⅣ

　教職課程における科目の履修は、原則、自学部・自学科科目です。ただし、
一部の学科では、教員免許状を取得するために他学部・他学科の授業科目
を履修しなければならないものがあります（特別履修）。この場合、Web
履修はできませんので、予め履修申請要領や時間割表を確認し、申請期限
内に別途「特別履修申請」の手続きをしてください。

特別履修申請について特別履修申請についてⅤ


